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２．個別事項（その 21）について 
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 続きまして、「個別事項（その 21）について」を議題といたします。事務局より

資料が提出されておりますので、説明をお願いいたします。 

  

 

 はい、医療課長でございます。それでは、個別事項（その 21）といたしまして、

臓器移植につきまして、中医協資料「総─２」を用いまして、ご説明をさせていた

だきます。 
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説 明 １．臓器提供の現状等について 

 

 

 

 スライド２に本日の目次がございます。 
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 ３ページには、臓器提供の流れをチャートでお示ししてございます。 
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 ４ページ目から６ページ目でございますけれども、臓器提供の件数等の状況を 

お示ししてございます。 

 

 こちら４ページにございますとおり、臓器提供者数でございますけれども、 

 

年間約 100例程度ということでございます。 
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 ６ページにございますとおり、各国と比較して少ないということでございます。 
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 ７枚目、８枚目でございますけれども、 

 

脳死後と心停止後の臓器提供の違いを示してございまして、 

 

それぞれ提供可能な臓器の種類が異なることや、 
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心停止後の場合には、 

患者さんの急変に合わせた迅速な対応が求められること 

 

が示されているところでございます。 
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 ９ページには、脳死下臓器提供者の年齢層や原疾患を示しており、 
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 10ページには臓器提供のプロセスの、これは概略をお示ししてございます。 
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 11ページ目でございます。 

 

 これは脳死下で臓器を提供できる、その実施が認められうる施設で５類型、示さ

れてございまして、この５類型自体は 895の施設があるところでございますけれど

も、 

  

 実際に体制が整っているというふうな施設に関しましては約半数程度でござい

まして、437の施設であるということをお示ししてございます。 
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 12ページには、年度ごとに脳死下の臓器提供を実施した施設数等の推移をお示し

してございます。 
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 13ページ目、14ページ目は、移植可能な臓器のそれぞれの待機患者数、移植希望

登録者数の推移をお示ししてございます。 

 

 心臓や肺に関しましては増加していることがお示しできてるかと思います。 
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説 明 ２．臓器提供に係る評価について 

 

 

 

 続きまして、２つ目の項目でございます。 

 

 ２－１．ドナーや家族の意向に沿った臓器提供の工程に係る評価についてでござ

います。 
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 16ページ。これは世論調査の結果でございます。 

 

 国民の約４割が臓器提供を行いたいと考えていること。 
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 そして、17ページには近年の傾向といたしまして、 

 

医療者からの選択肢がもととなりまして、臓器提供につながった事例が多く存在

するということをお示ししてございます。 
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 18ページには、臓器提供時の施設や担当医師のご負担につきまして、 

 

特に患者さんの家族へのご説明、 

そして脳死判定、 

ドナーの全身管理、 

関係者との調整 

 

などにおける負担が大きいということをお示ししてございます。 
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 19ページには、 

 

臓器提供の選択肢が提示された場合におきましても、 

家族の意向による辞退や医学的理由等によりまして、 

脳死下臓器提供に至らない例が多く存在することをお示ししてございます。 
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 20ページには、今年度の、これは厚労科研の結果でございますけれども、 

 

脳死とされうる状態を経て亡くなられた患者さんのうち、 

実際に家族に対して臓器提供に関する情報提供がされた割合が４分の１程度、 

25.2％であったというふうに報告されたものでございます。 
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 21ページは、脳卒中における終末期の医療に関するガイドラインの抜粋でござい

ますけれども、 

  

 脳卒中患者さんの終末期の医療およびケアの方針の決定のために、 

脳死とされうる状態の判断や 

全脳機能不全の確定診断が必要である 

 

ということとされているところでございます。 
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 次、22ページ、23ページ目でございます。 

 こちらは診療報酬上の対応でございます。 

 

 令和２年に、22ページの真ん中の段でございますが、 

脳死臓器提供管理料の見直しを行ったということ。 
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 そして、その概要と、そして、その評価範囲でございますけれども、 

23ページでございます。 

 

 この赤枠で囲った所が評価されている範囲でございます。 
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 24ページは、 

 

令和４年度の診療報酬改定におきまして新設されました 

重症患者初期支援充実加算の概略。 
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 25ページは、その中で配置を求めております、 

 「入院時重症患者対応メディエーター」につきまして、 

 

臓器提供に関する意思決定過程についての支援が期待されていることを 

お示ししてございます。 
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 26ページは算定回数でございます。 
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 次、２－２．臓器提供の体制や実績に係る評価についてでございます。 
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 28ページは提供施設の現状の再掲でございます。 
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 29、30は、 

 

臓器提供の実施に当たりましては、 

多職種による長時間の対応が必要であることをお示ししてございます。 
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 31ページ。こちらはＤＰＣ制度についての概要でございます。 

 

 黄色い枠囲みの中には機能評価係数Ⅱというものの中で、 

 

「高度・先進的な医療の提供機能」や 

「重症者への対応機能」 

 

等が評価項目に挙げられていること。 
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 また、このような観点から、34ページには、 

 

「治験等の実施」についても、 

機能評価係数で評価されているということをお示ししてございます。 
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 35、36でございます。 

 

 こちら、11月にもご議論いただきました内容でございますけれども、 

機能評価係数Ⅱについての入院・外来分科会におけるご指摘事項や 

見直しの提案でございまして、 

  

 「脳死下臓器提供の実施機能や実績を評価することについては、 

社会的に重要な論点であるという指摘があった一方で、 

入院患者全体や地域医療に対して 

どのようなメリットがあるのか明らかでないのではないか」 

  

 とのご指摘もあったところでございます。 
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 37ページでございます。 

 

 脳死下臓器提供の経験がある施設数の推移。 
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 38、39ページには、 

 

ＤＰＣ対象病院における臓器提供の実績について、お示しをしてございます。 
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説 明 

３．臓器移植待機患者における 

抗ＨＬＡ抗体検査について 

 

 

 

 最後に３つ目の項目。 

  

 臓器移植待機患者における抗ＨＬＡ抗体検査についてでございます。 
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 41、42ページは、 

平成 30年度、令和２年度の診療報酬改定の概要でございますけれども、 

 

抗ＨＬＡ抗体検査につきましては、移植後、 
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そして、移植実施前について保険適用になったということでございます。 
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 43 ページは日本移植学会より医療技術評価分科会に対して提出されている資料

でございます。全てつまびらかにご説明する時間はございませんが、 

 

抗ＨＬＡ抗体が陽性の症例は拒絶反応発症リスクが高いこと。  

 

 臓器移植待機患者さんが長期化しますと、 

抗ＨＬＡ抗体を獲得するリスクが上がること。 

  

 移植待機中の抗ＨＬＡ抗体の高い値の患者さんに対しまして、 

脱感作療法を行うことで臓器移植を行うことができ、 

臓器の生着率の向上につながるとされていること。 

 

 このようなことが示されてございます。 
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 44ページは、日本移植学会によります 

「臓器移植抗体陽性診療ガイドライン」（2023年版）におきまして、 

 

移植前抗体陽性は移植成績に影響するとされていること、  

 移植前の脱感作療法は有効性が示唆されていること 

 

をお示ししてございます。 
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説 明 ４．課題と論点 

 

 

 

 それでは、課題と論点でございまして、課題は今ご説明したところでございます。 
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 論点、２つございます。 

 

 脳死下臓器提供件数が不足している現状を踏まえ、 

我が国における臓器提供を一層推進する観点から、 

脳死判定および臓器提供を実施することについて評価することや、 

臓器提供の実績に対して評価することについて、どのように考えるか。 

  

 臓器移植に係る抗ＨＬＡ抗体検査の対象者を 

臓器移植待機患者のスクリーニングに広げることについて、 

どのように考えるか。 

 

 とさせていただいてございます。事務局からの説明は以上でございます。 

  

 

 はい、ありがとうございました。 
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質 疑 臓器移植について 

 

 

 それでは、ただいまの説明につきまして、ご質問等がございましたら、お願いい

たします。長島委員、お願いいたします。 

  

 

 ありがとうございます。46ページの論点についてコメントします。 

  

  
  

 １つ目の丸については、現在の臓器移植の提供体制、あるいは移植に係るさまざ

まなコストや、その対応の困難さ、複雑さからすれば、相応の評価が必要となるこ

とは理解できます。 

 

 しかしながら、そのコストを臓器提供するドナーに求めるのは、医療を提供した

ことへの対価という意味では大変難しい問題があることは否めません。 

 

 そこで、資料でも示唆されておりますような、例えば、ＤＰＣの機能評価係数Ⅱ

での評価も含め、いわば広く薄く評価するということも方法として考えられるのか

もしれません。 

 

 ただ、それでもＤＰＣ対象病院における臓器移植の実績件数などを踏まえると、

丁寧な検討が必要であると考えます。 

 

 また、２つ目の丸の抗ＨＬＡ抗体検査の対象者を拡大することについても、臓器

移植の適切な実施を促進するという点では意義のあることかと思います。 
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 しかし、全ての臓器移植待機の患者さんに対して、いわゆるスクリーニングとし

て検査を行い、その結果、陽性となった患者さんに対して、総じて、脱感作療法の 

対応を行うということについては、現在の臓器移植の実施割合なども踏まえながら、

検討していく必要があるのではないかと考えます。私からは以上です。 

  

 

 はい、ありがとうございました。ほかはいかがでしょうか。はい、それでは松本

委員、お願いいたします。 

 

 

 はい、ありがとうございます。臓器提供と移植の実態につきましては、資料の４

ページから６ページにありますように、目立った増加が見られておらず、人口当た

りの臓器提供数は諸外国に比べて少ない状況にあることがわかります。 
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 一方で、13ページに目を移しますと、移植希望者自体は増加傾向にあり、16ペー

ジからは、若年者を中心に臓器提供の意思のある国民が約４割ということが示され

ております。 

  

  

  

   

 それにもかかわらず提供や移植が進まない要因として、18 ページから 20 ページ

にありますように、医療現場において、患者家族への説明や関係者と調整する負担

が大きく、家族による辞退や、そもそも情報提供が行われていない実態があるとす

れば、脳死の患者さん本人の意思が尊重されますように医療現場において努力して

いただくことが必要だと感じます。 
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 その際、資料の 25ページで紹介されていますように、救急医療や集中治療におい

て治療に直接関与しないメディエーターが家族の意思決定を支援するに際して、 

重要な役割を果たしていることが理解できます。 
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 ただ、46ページの論点にあります脳死判定や臓器提供について個々の脳死患者に

紐付けて評価をすることは、家族の真意としてなかなか受け入れにくいように思い

ます。 

 

 また、移植を受ける患者の医療費をこれ以上、引き上げることも難しいのではな

いかと個人的には感じております。 

  

 一方で、資料の 11ページ、12ページを見てみますと、５類型施設でも体制が 

十分とは言えない実態がありますので、臓器提供の実績に対する評価を行うことは

検討の余地があると考えます。 

 

 以前に、ＤＰＣ／ＰＤＰＳについて議論した際に申し上げたとおり、機能評価係

数Ⅱの中で、社会や地域において求められる機能として新たに位置づけることは 

十分にあり得ると思います。 
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 ２つ目の論点であります抗ＨＬＡ抗体検査の対象患者につきましては、 
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 資料 43 ページの学会資料、44 ページのガイドラインに基づき、移植待機患者の

スクリーニングに広げることに異論はございません。私からは以上でございます。 

  

 

 はい、ありがとうございました。ほかはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。

はい。ほかには特に、失礼いたしました。佐保委員、お手が挙がっています。大変

失礼いたしました。 

 

 

 すいません、手を上げるタイミングがちょっと遅れまして、すいませんでした。 
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 臓器提供移植を推進すること自体に異論はありませんが、46ページ論点の１つ目、

臓器提供の実績に応じて診療報酬上の評価をするというのは倫理的に問題が生じ

る事態が起きかねない、起きないかどうか、懸念いたしますので、倫理性や安全性

の担保もあわせてお願いしたいというふうに考えております。 

  

  

  

 また、論点にはありませんが、資料 16ページの臓器提供を希望する国民は約４割

ということですから、 

 

万が一のときには、医療機関がその意思を迅速に確認して対応できるよう、マイ

ナンバーカードには臓器提供意思の表示欄がありますけど、 

 

医療ＤＸの取組の中で、マイナ保険証に、その情報を記載するなど、情報登録の

あり方を見直すことも方法の１つではないでしょうか。 

 

医療機関の負担の１つに、「患者家族への説明」とありますが、 
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 本人が希望しているという情報があればですね、家族の納得も得やすいと思いま

すので、ご検討をいただければと思います。私からは以上です。 

  

 

 ありがとうございました。 

  

 

 すいません、高町です。 

  

 

 はい。高町委員、お願いいたします。 
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 はい、ありがとうございます。臓器移植を進めるにあたっては、できるだけ、 

モラルの問題が起きることのないような配慮をしていただくようにお願いしたい

と思います。以上です。ありがとうございます。 

 

 

 はい、ありがとうございました。ほかはよろしいでしょうか。 

 

 はい。それでは、ほかには特にご質問等ないようですので本件に係る質疑はこの

あたりといたします。 

 

 今後、事務局におかれましては本日いただいたご意見も踏まえて対応していただ

くようにお願いいたします。 
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